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囲まれたグラフがどこの位置に
あろうと常に上-下で求めること
ができる！
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A.放物線と接線A.放物線と接線

囲まれたグラフがどこの位置に
あろうと常に上-下で求めること
ができる！

グラフの位置

例

下のグラフは
と考える！ = 0y

上のグラフは
と考える！

B.放物線と直線B.放物線と直線

基本基本

知らなきゃ損する計算方法

=βx

=αx

++= rqxpxy 2

++= cbxaxy 2

つまり頂点の x 座標の差

①２次の係数が同じ
  ときしか使えない！
② Bの値の半分となる。
③β−α=(２放物線の軸の差)
　となる！

①１次関数の係数は関係なく,
　２次関数の x2 の係数と
　解の差(   y  軸に平行な直線
  −  接点)がわかればよい。

①１次の係数は関係なく,
　２次関数の x2 の係数と
　解の差がわかればよい。
② Aの値の半分となる。

① p = 0 にすればBになる。
②  Bの応用！S = S1 + S2

① p = 0 にすればBになる。
②  Bの応用！S = S1 − S2

① Eと値は同じ。
②分割してAの公式を使って
　もよい。

になる！
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項ごとに代入して引く！項ごとに代入して引く！

を代入に abx ,4

して引く
を代入に abx ,3

して引く
を代入に abx ,2

して引く
を代入に abx ,

して引く

例

β−αβ−α
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C.放物線と放物線①C.放物線と放物線①

F.放物線と２接線F.放物線と２接線E.２放物線と共通接線E.２放物線と共通接線

D.放物線と放物線②D.放物線と放物線②
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